
田
中
き
く
代
教
授

略
歴
と
主
な
業
績

略

歴
一
九
七
二
年
三
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
（
西
洋
史
学
専
修
）
卒
業

一
九
七
九
年
三
月

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
（
西
洋
史
学
専
攻
）
修
了

一
九
八
二
年
八
月

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
歴
史
学
部
大
学
院
博
士
課
程
（
Ｍ
・
Ａ
学
位
取
得
・
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
基
金
に
よ
る
）

一
九
八
四
年
三
月

関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
西
洋
史
学
専
攻
）
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
八
八
年
四
月

聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
教
育
学
部
専
任
講
師

一
九
九
〇
年
四
月

聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
教
育
学
部
助
教
授

一
九
九
一
年
四
月

聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
外
国
学
部
助
教
授

一
九
九
四
年
四
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
九
七
年
四
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
九
年
四
月

関
西
学
院
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
指
導
教
授

二
〇
〇
〇
年
四
月

関
西
学
院
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
指
導
教
授

二
〇
一
八
年
三
月

関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
を
定
年
退
職

一
九
九
九
年
一
月

関
西
学
院
大
学
文
学
研
究
科
よ
り
博
士
学
位
（
歴
史
学
）
取
得

ⅴ



題
目
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
政
党
再
編
成
と
民
族
文
化
的
研
究
│
一
八
五
〇
年
代
の
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
を
中
心
に
）

一
九
九
九
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
三
月

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
歴
史
学
部
招
聘
研
究
員
（
関
西
学
院
大
学
留
学
制
度
に
よ
る
）

二
〇
〇
八
年
一
月
か
ら
四
月

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
歴
史
学
部
招
聘
研
究
員
（
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
基
金
に
よ
る
）

主
な
所
属
学
会

日
本
西
洋
史
学
会
、
日
本
ア
メ
リ
カ
学
会
、
ア
メ
リ
カ
史
学
会
、
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
、
日
本
移
民
学
会
、
日
本
風
俗
史
学
会
、

歴
史
家
協
会
、
北
米
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
研
究
会

主
な
業
績

単
著
・
共
編
著

『
西
洋
史
』（
田
中
穂
積
、
杉
村
貞
臣
、
根
無
喜
一
、
田
中
き
く
代
共
著
）

世
界
書
院
、
一
九
八
八
年
四
月

『
北
大
西
洋
一
八
・
一
九
世
紀
の
人
口
移
動
に
お
け
る
移
民
業
界
の
役
割
に
つ
い
て
』（
単
著
）

科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表：

田
中
き
く
代
）
一
九
九
三
年
三
月

『
南
北
戦
争
期
の
政
治
文
化
と
移
民
│
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
語
る
政
党
再
編
成
と
救
貧
│
』（
単
著
）

明
石
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
二
月

『
北
ア
メ
リ
カ
社
会
を
眺
め
て
│
女
性
軸
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
軸
の
交
差
点
か
ら
』（
共
編
著
、
北
米
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
研
究
会
）

関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
五
月

『
孤
児
救
済
事
業
に
見
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
単
著
）

科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表：

田
中
き
く
代
）
二
〇
〇
六
年
三
月
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『
北
米
の
小
さ
な
博
物
館
│
知
の
世
界
遺
産
』、『
同

二
』、『
同

三
』（
共
編
著
、
北
米
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
研
究
会
）

彩
流
社
、
二
〇
〇
六
年
六
月
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、
二
〇
一
四
年
一
月

『〈
道
〉
と
境
界
域
│
森
と
海
の
社
会
史
』（
田
中
き
く
代
、
阿
河
雄
二
郎
共
編
著
）

昭
和
堂
、
二
〇
〇
七
年
三
月

『
西
洋
史
の
諸
相
に
お
け
る
文
化
的
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
と
マ
ー
ジ
ナ
リ
テ
ィ
』（
主
編
著
）

科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表：

飯
田
収
治
・
田
中
き
く
代
）、
二
〇
〇
七
年
三
月

『
境
界
域
か
ら
見
る
西
洋
世
界
│
文
化
的
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
と
マ
ー
ジ
ナ
リ
テ
ィ
』（
田
中
き
く
代
、
中
井
義
明
、
朝
治
啓
三
、

高
橋
秀
寿
、
共
編
著
）

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
二
年
三
月

『
一
八
・
一
九
世
紀
北
大
西
洋
海
域
に
お
け
る
文
化
空
間
の
解
体
と
再
生
│
「
境
界
域
」
の
視
点
か
ら
』（
主
編
著
）

科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表：

田
中
き
く
代
）、
二
〇
一
一
年
三
月

『
海
の
リ
テ
ラ
シ
ー
│
北
大
西
洋
海
域
の
「
海
民
」
の
世
界
史
│
』（
田
中
き
く
代
、
阿
河
雄
二
郎
、
金
澤
周
作
、
共
編
著
）

創
元
社
、
二
〇
一
六
年
八
月

分
担
執
筆

ア
ン
テ
ベ
ラ
ム
期
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民

関
西
学
院
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
会
編
『
ア
メ
リ
カ
│
そ
の
夢
と
現
実
』

啓
文
社
、
一
九
八
七
年
三
月

政
治
文
化
史
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

関
西
学
院
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
会
編
『
ア
メ
リ
カ
│
そ
の
現
状
と
展
望
』
啓
文
社
、
一
九
九
〇
年
九
月

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
の
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
動
静
に
つ
い
て

鈴
木
一
州
編
『
西
洋
史
に
お
け
る
文
化
的
衝
突
の
諸
問
題
に

関
す
る
総
合
的
研
究
』

（
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
）
一
九
九
二
年
三
月

ⅶ



移
民
政
策
に
み
る
保
護
と
抑
止

関
西
学
院
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
会
編
『
さ
ま
ざ
ま
の
ア
メ
リ
カ
│
社
会
と
文
化
を
理
解
す
る

た
め
に
』

啓
文
社
、
一
九
九
四
年
三
月

北
大
西
洋
に
お
け
る
一
九
世
紀
の
移
民
業
界
と
移
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

関
西
学
院
大
学
西
洋
史
学
研
究
室
編
『
西
洋
史
論
集
』

一
九
九
五
年
六
月

一
九
世
紀
中
葉
の
民
間
児
童
救
済
に
み
る
移
民
問
題

栗
原
優
編
『
西
洋
史
に
お
け
る
民
族
と
人
種
の
諸
問
題
に
関
す
る
総
合

的
研
究
』

一
九
九
七
年
三
月

新
移
民
│
東
と
西
の
扉
か
ら
│

関
西
学
院
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
会
編
『
変
貌
す
る
ア
メ
リ
カ
』
晃
洋
書
房
、

一
九
九
九
年
三
月

博
物
館
・
美
術
館
に
見
る
多
文
化
主
義
の
試
み

栗
林
輝
夫
編
『
二
一
世
紀
ア
メ
リ
カ
を
読
み
解
く
』

関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
九
月

南
北
戦
争
期
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
女
性
の
公
共
圏

若
尾
祐
司
他
編
『
革
命
と
性
文
化
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
五
月

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
一
九
世
紀
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
と
「
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
芝
井
啓
司
編
『
西
洋
の
歴
史

に
見
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
「
ロ
ー
カ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」』

科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表：

芝
井
啓
司
）、
二
〇
〇
六
年
三
月

独
立
戦
争
か
ら
南
北
戦
争
へ

有
賀
夏
紀
、
紀
平
英
作
、
油
井
大
三
郎
編
『
ア
メ
リ
カ
史
研
究
入
門
』山

川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
の
凱
旋
と
一
九
世
紀
の
祝
賀
政
治

常
松
洋
他
編
『
ア
メ
リ
カ
史
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
Ⅰ

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

形
成
と
政
治
文
化
│
建
国
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
』

昭
和
堂
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
、
国
民
国
家
の
形
成
と
展
開

中
野
隆
生
他
編
『
近
代
世
界
の
確
立
と
展
開
』（
文
献
解
題

西
洋
近
現
代
史
二
）

ⅷ



南
窓
社
、
二
〇
一
一
年
一
一
月

ア
メ
リ
カ
と
ニ
ュ
ー
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
捕
鯨

森
田
雅
也
編
修
『
島
国
文
化
と
異
文
化
遭
遇
│
海
洋
世
界
が
育
ん
だ
孤
立
と
共
生
』

関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
三
月

論
文

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
一
八
五
〇
年
代
に
お
け
る
政
治
危
機
と
妥
協
│
政
党
の
調
整
機
能
の
推
移
を
通
し
て

『
関
西
学
院
大
学
西
洋
史
論
集
』
九
、
一
九
八
〇
年
一
月

共
和
党
形
成
過
程
に
お
け
る
選
挙
母
体
に
つ
い
て
│
メ
イ
ン
法
の
果
た
し
た
役
割
を
中
心
に
『
西
洋
史
学
』
一
三
三
、
一
九
八
四
年
六
月

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
地
方
紙
に
み
ら
れ
る
一
八
五
〇
年
代
の
禁
酒
主
義
運
動
に
つ
い
て
『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
一
九
、
一
九
八
五
年
三
月

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
研
究
に
お
け
る
投
票
行
動
分
析
の
成
果
と
展
望

『
関
西
学
院
史
学
』
二
一
、
一
九
八
五
年
三
月

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
一
八
五
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
党
の
動
静
に
つ
い
て

『
人
文
論
究
』
三
五
│
二
、
一
九
八
五
年
九
月

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
一
九
世
紀
の
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
に
お
け
る
院
内
救
済
制
度
の
成
立
と
変
容
に
つ
い
て

『
人
文
論
究
』
三
七
│
四
、
一
九
八
八
年
一
月

「
旧
移
民
」
へ
の
対
応
と
ア
メ
リ
カ
社
会
の
変
容
に
つ
い
て
│
ネ
イ
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
表
出
と
政
党
再
編
成
を
中
心
に

『
ア
メ
リ
カ
史
研
究
』
一
一
、
一
九
八
八
年

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
一
九
世
紀
前
葉
の
移
民
政
策
に
つ
い
て
│
被
救
済
貧
民
問
題
を
中
心
に
│

『
聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
紀
要
』
一
八
、
一
九
八
九
年
九
月
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マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
一
九
世
紀
中
葉
の
外
国
人
貧
民
政
策
に
つ
い
て
│
外
国
人
被
救
済
貧
民
委
員
会
の
考
察
を
中
心
に

『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
二
四
号
、
一
九
九
〇
年
三
月

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
に
お
け
る
民
主
党
・
フ
リ
ー
ソ
イ
ル
党
連
合
の
動
静
に
つ
い
て
│
代
表
是
正
、
禁
酒
主
義
、
移
民
を
中
心
に

『
聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
紀
要
』
二
五
、
一
九
九
三
年
二
月

歴
史
学
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
研
究
の
動
向
と
展
望
│
多
元
的
学
説
を
中
心
に

『
人
文
論
究
』（
四
四
│
三
、
一
九
九
四
年
三
月

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
に
お
け
る
州
慈
善
局
の
設
立
と
貧
民
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
│
被
救
済
貧
民
児
童
の
農
家
委
託
を
中
心
に

『
人
文
論
究
』（
四
五
│
四
、
一
九
九
六
年
二
月

孤
児
列
車
に
み
る
一
九
世
紀
中
葉
の
民
間
児
童
福
祉
の
展
開
に
つ
い
て

『
人
文
論
究
』
四
六
│
三
、
一
九
九
六
年
一
二
月

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
移
民
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民

『
エ
ー
ル
』（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
研
究
）
一
七
、
一
九
九
七
年
一
二
月

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
慈
善
局
に
よ
る
貧
困
政
策
に
つ
い
て
│
定
住
法
の
改
正
と
定
住
権
取
得
条
件
の
緩
和
を
中
心
に

『
人
文
論
究
』
四
八
│
一
、
一
九
九
八
年
五
月

ア
メ
リ
カ
政
治
史
研
究
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
成
果
と
展
望
│
ア
ン
テ
ベ
ラ
ム
期
の
参
加
的
民
主
主
義
を
中
心
に

『
関
西
学
院
史
学
』
二
六
、
一
九
九
九
年
三
月

移
民
史
研
究
の
射
程
と
方
法
│
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
研
究
か
ら
│

『
関
西
学
院
史
学
』
二
九
、
二
〇
〇
二
年
三
月

ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ア
ン
期
か
ら
ア
ン
テ
ベ
ラ
ム
期
に
み
る
女
性
の
公
的
領
域
│
参
加
的
民
主
主
義
論
か
ら
の
射
程

『
人
文
論
究
』
五
三
│
一
、
二
〇
〇
三
年
五
月

一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
孤
児
列
車
の
人
口
動
態
分
析

『
人
文
論
究
』
五
三
│
│
三
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
児
童
援
助
協
会
「
孤
児
列
車
事
業
」
に
み
る
連
帯
と
改
革
│
そ
の
研
究
動
向
と
展
望

『
関
西
学
院
史
学
』
三
三
、
二
〇
〇
六
年
三
月

「
祝
祭
空
間
」
と
一
九
世
紀
パ
レ
ー
ド
に
み
る
政
治
文
化
│
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
に
お
け
る
研
究
動
向
と
展
望

『
関
西
学
院
史
学
』
三
七
、
二
〇
一
〇
年
三
月

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
フ
ォ
ー
テ
ィ
エ
イ
タ
ー
ズ
研
究
の
動
向
と
展
望
│
一
八
四
八
年
革
命
と
移
民

『
関
西
学
院
史
学
』
四
一
、
二
〇
一
四
年
三
月

南
北
戦
争
期
の
女
性
と
そ
の
政
治
文
化
│
研
究
の
現
状
と
展
望

『
人
文
論
究
』
六
四
│
四
・
六
五
│
一
、
二
〇
一
五
年
五
月

北
大
西
洋
海
域
か
ら
み
る
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
研
究
へ
の
射
程
│
西
イ
ン
ド
に
お
け
る
奴
隷
解
放
の
祝
祭
│
八
月
一
日
祭
を
中
心
に

『
人
文
論
究
』
六
七
│
三
、
二
〇
一
七
年
一
二
月

書
評
論
文
・
書
評

『
史
学
雑
誌
』
二
〇
〇
一
年
の
歴
史
学
界
│
回
顧
と
展
望
│
、
北
ア
メ
リ
カ

『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
│
五
、
二
〇
〇
二
年
五
月

川
島
浩
平
著
『
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
階
級
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
│
ボ
ス
ト
ン
・
バ
ッ
ク
ベ
イ
地
区
の
形
成
と
変
容
、
一
八
五
〇
│

一
九
四
〇
』

『
史
学
雑
誌
』
一
一
三
│
六
、
二
〇
〇
四
年
六
月

落
合
明
子
著

H
arvesting

Freedom
:
African

Am
erican

Agrarianism
in
C
ivilW

ar
Era

South
C
arolina

（Praeger

Publishers,W
estport,C

T,2004

）

『
ア
メ
リ
カ
史
評
論
』
二
二
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月

岡
山
裕
著
『
ア
メ
リ
カ
二
大
政
党
制
の
確
立
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）

『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
四
一
、
二
〇
〇
七
年
三
月

ⅺ



樋
口
映
美
・
中
條
献
編
著
『
歴
史
の
な
か
の
「
ア
メ
リ
カ
」│
国
民
化
を
め
ぐ
る
語
り
と
創
造
』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
六
年
）

『
西
洋
史
学
』
二
二
四
、
二
〇
〇
七
年
三
月

鵜
月
裕
典
著
『
不
実
な
父
親
・
抗
う
子
供
た
ち
│
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
強
制
移
住
政
策
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』

『
西
洋
史
学
』
二
四
〇
、
二
〇
一
二
年
一
月

安
武
秀
武
著
『
自
由
の
帝
国
と
奴
隷
制
』

『
西
洋
史
学
』
二
四
八
、
二
〇
一
三
年
三
月

金
澤
周
作
編
『
海
の
イ
ギ
リ
ス
史
│
闘
争
と
共
生
の
世
界
史
』

『
経
済
史
研
究
』
一
八
、
二
〇
一
五
年
一
月

橋
本
伸
也
・
沢
山
美
果
子
編
著
『
保
護
と
遺
棄
の
子
ど
も
史
』

『
西
洋
史
学
』
二
五
八
、
二
〇
一
五
年
九
月

岩
崎
佳
孝
『
ア
メ
リ
カ
先
住
民
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
』

『
ア
メ
リ
カ
史
評
論
』
三
五
、
二
〇
一
八
年
一
月

口
頭
発
表
（
単
独
の
研
究
発
表
は
除
く
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

計
量
統
計
分
析
に
つ
い
て
│
ニ
ュ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
デ
ー
タ
と
方
法
（
報
告
）

同
志
社
大
学
第
六
回
計
量
統
計
分
析
セ
ミ
ナ
ー
、
一
九
八
四
年
一
一
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

移
民
│
「
旧
移
民
」
へ
の
対
応
と
ア
メ
リ
カ
社
会
の
変
容
に
つ
い
て
（
報
告
）

ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
、
一
九
八
七
年
八
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
│
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
（
報
告
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
研
究
年
次
大
会
、
一
九
九
六
年
一
一
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

歴
史
に
お
け
る
記
憶
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
）ア

メ
リ
カ
史
研
究
会
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
、
一
九
九
八
年

ⅻ



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

移
民
学
、
二
一
世
紀
の
展
望
│
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
移
民
史
研
究
か
ら
（
報
告
）日

本
移
民
学
会
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

革
命
、
公
共
圏
、
性
文
化
│
一
九
世
紀
の
国
民
形
成
に
お
け
る
共
和
国
の
イ
デ
│
と
性
文
化
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
場
合
（
報
告
）

日
本
西
洋
史
学
会
、
二
〇
〇
三
年
五
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

文
化
的
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
と
し
て
の
祝
祭
空
間
│
文
化
的
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
と
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
祝
祭
と

パ
レ
ー
ド
（
報
告
）

日
本
ア
メ
リ
カ
学
会
、
二
〇
〇
八
年
六
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

U
S-Japan

W
om
en
Sym

posium
s:
The

Legacy
of
Japanese

W
om
en,

一
、
二
（
企
画
、
趣
旨
説
明
）

全
米
日
系
人
歴
史
協
会
北
米
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
研
究
会
共
催
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

南
北
戦
争
一
五
〇
周
年
│
巨
大
内
戦
の
意
味
を
問
う
（
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
）
日
本
ア
メ
リ
カ
学
会
、
二
〇
一
一
年
六
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

伝
播
す
る
革
命
と
ア
メ
リ
カ
│
一
八
四
八
年
革
命
と
フ
ォ
ー
テ
ィ
エ
イ
タ
ー
ズ
（
報
告
）

日
本
ア
メ
リ
カ
史
学
会
、
二
〇
一
一
年
九
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
際
海
洋
史
研
究
、
海
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
み
る
大
西
洋
海
域
史
（
企
画
、
趣
旨
説
明
）

関
西
学
院
大
学
西
洋
史
学
研
究
室
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

帝
国
と
移
民
（
企
画
、
趣
旨
説
明
）

日
本
移
民
学
会
、
二
〇
一
二
年
七
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

北
大
西
洋
海
域
に
お
け
る
海
の
文
化
空
間
と
海
民
リ
テ
ラ
シ
ー
（
企
画
、
趣
旨
説
明
）

日
本
西
洋
史
学
会
、
二
〇
一
四
年
六
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

環
大
西
洋
世
界
の
思
想
・
宗
教
・
歴
史
│
北
大
西
洋
海
域
史
を
問
う
、
黒
人
奴
隷
解
放
の
祝
祭
を
中
心
に
（
報
告
）

日
本
ア
メ
リ
カ
学
会
、
二
〇
一
七
年
六
月
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